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（中山間地域の農業ＤＸを加速化する基盤整備）

聞取り調査について
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（１）聞き取り調査

・中山間地域における今後のスマート農業技術導

入推進に向けた聞き取り調査を実施。

・黒石市、田子町、南部町の、農業農村整備を担

当する部署に協力していただいた。

・令和５年度のアンケート調査の結果を参考に、

中山間地域の農家に向けてスマート農業を勧め

ていくための課題や考えなどについて、行政と

してのご意見をいただいた。
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（２）聞取り調査の内容

・別添資料「スマート農業の導入について」によ

り、黒石市、田子町、南部町から、下記のとお

り聞取り調査にご協力いただいた。

（ご協力いただいた方）

R6.11.1 田子町産業振興課

R6.11.8 黒石市農林部農林課

R6.11.8 南部町農林課
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（３）結果と考察

・聞取り調査の結果は、別添「聞取り調査結果整

理表」に整理した。

・市町では、独自の事業などにより、スマート農

業導入に対する補助など、支援環境を整えてき

ている。

田子町では、スマート農業機械を所有する農家

が効率よく町全体をカバーすることができるよ

う、協議会を起ち上げている。
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・一方、中山間地域の農家からのスマート農業に

対するニーズは、現状ではあまり感じられない。

・高齢化や担い手不足により、農業の継続自体に

困難を感じているが、新しい技術を導入するこ

とに不安を抱いている。

・また、現在の農作業のやり方に特に疑問を感じ

ておらず、人手不足などの問題は人を多く確保

できれば解決すると考える農家も多く、そのよ

うな農家はスマート農業などの新しい技術の効

果は良く分からないし、特に要らないと感じて

いる。
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・その他、田子町では、これから大きく農業をや

りたいと考えている農家はいるが、道路が狭く

大型機械が入れないという場所も多いため、大

型機械の導入が進まない要因ともなっている。
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・そのような中で、現在、市町の事業を活用する

などにより、スマート農業を積極的に導入して

いる農家も少しずつ増えており、中には自分た

ちで情報交換を行い、市町に対して意見を出し

てくれるリーダー的な農家も出てきている。

・市町では、このようなリーダー的な農家と連携

してスマート農業を広げていくことで、地域農

業の活性化や継続につなげていくことができれ

ばと感じている。
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・そのためには、営農を拡大したいと考えている

農家の意見を反映し、農道整備が可能となれば、

大型機械の導入、延いてはスマート農業機械導

入にもつながっていく可能性がある。

・同時に、スマート農業に対して興味がない農家

に対して、いかにＰＲを行うかが課題。
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・スマート農業が良く分からないと考えている農

家に対しては、農家にとって効果が分かりやす

いことが大切であり、イベントや農作業現場で

の実演は一定の効果はある。

・今後、ＶＲ技術の活用（スマート農機運転の疑

似体験）や、機械を一定の期間借りて体験して

みるなどのことができるようになれば、よりＰ

Ｒ効果は高いのではないか。
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・また、高齢者の農家にとっては、行政やテレビ

などの宣伝よりも、自分の地域の人の話題（口

コミ）の方が信頼されることも多いため、地域

の代表者的な人に優先的に興味を持ってもらう

ように取り組むことも有効。
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・その他、現在のやり方に疑問を感じておらず、

スマート農業による省力化に興味がない農家に

は、農作業が大変できついというイメージをス

マート農業が少しでも軽減することで、後継者

に安心して農業を続けてもらえるのでは、とい

う可能性を示すことができれば、興味を持って

もらえるのではないか。

・現時点では、ＰＲを主眼にした支援策などは特

に行われていないが、以上のように、目的や対

象を絞り込んだＰＲ活動につなげていくことが

出来れば、効果は高いと思われる。



令和 6年 11月 1日 

青森県農林水産部農村整備課 

 

スマート農業の導入について 

 

青森県で実施している重点枠事業「農業農村ＤＸ推進事業」において、令和５年度に中山

間地域で農業を営んでいる農家を対象に、スマート農業に関するアンケート調査を行いまし

た（黒石市及び田子町にご協力いただきました）。 

アンケート調査の結果から、中山間地域の農家がスマート農業についてどのように感じて

いるかについて、次のように傾向を整理しました。 

 

 農家の状況は、 

・60代以上の農家が 75％ 

・個人経営が 95％で、1～2の少人数で経営している農家が 74％ 

・経営面積 1ha以下の農家は 52％であり、66％が水田枚数 5枚程度 

・1枚当たりの水田面積は 76％が 0.5ha以下 

・畑等については 1.0ha以下の経営面積が 55％ 

 でした。 

 

 農家が営農上の課題として考えていることは、 

・単収増加、栽培技術向上、省力化、経営規模拡大など、少ない人数でも一定以上の収入が

見込めるための技術向上が必要と考えている 

・委託したい農作業は草刈、肥料・薬かけ、剪定のほか、鳥獣害対策も挙げられている 

・草刈りで苦労しているのは法面が 50％で、農地周りが 31％であり、その理由は、勾配が

きついが 44％で面積が広いが 32％ 

 でした。 

 

 そのようななか、 

・スマート農業導入に関心のある農家は、既に導入している農家を含めて 39％ 

→ そのうち、スマート農業が経営課題の解決につながると考えている農家が 46％ 

→ 現場作業の省力化につながると考える農家が 19％ 

 

 また、実際にスマート農業を導入した農家にとっては、 

・現場作業の省力化や経営規模の拡大、反収の増加につながっていると感じている 

・また、分散したほ場の効率的な管理、栽培技術の向上、安全性の強化にもつながること

が期待され、後継者の確保につながることが期待されている 

 

 

 



 ただし、 

・スマート農業に関心がある農家も、関心を持っていない農家も、４割が費用が高いこと、

２～３割が対応できる人材がいないこと 

 が挙げられていました。 

 

 回答者からの意見としては、 

・年配者に分かりやすいようにして欲しい。 

・傾斜のある畑で使用できる機械等（無人で動く）があると使用したいと思う。 

・購入資金がかかるので簡単にスマート農業の導入ができるものでもない。 

・農地の集約をしてもらいたい。ほ場整備が必要。 

・機械の価格が高い。トラクターが 2台もならんで作業できる水田や畑が少ない。 

・なくても生産できるので、わざわざ経費を増やす必要性がないが、一定の面積を越える

と省力化できる。 

・まずはスマートフォン等の手軽な AI化を先にやるべき。 

 というものがありました。 

 

 一方、農家が主に情報収集に使用している媒体は 

・農協や新聞、農家同士の情報交換が 61％ 

・スマートフォンのほか、パソコンやタブレット端末など情報機器は 68％ 

 でした。 

 

 以上から、 

・中山間地域の農家は、農作業の省力化につながるような機械やシステムに対して興味を

持っており、本事業で実証試験を行っている自動給水栓や自動草刈機について、ニーズ

が高い。 

・このことから、中山間地域の農家にとって、経営規模などと比較して、スマート農業導

入に係る費用と、スマート農業を活用できる人材の確保が大きな課題である。 

・とは言え、スマート農業の導入を体験している農家が、導入効果があると感じているこ

とからも、スマート農業についての情報不足も原因となっている可能性が考えられる。 

・このことは、導入にあたり費用面と人材面がネックとなっていることが反映されている

が、また同時に、機械やシステム、具体的な事例や支援策などについて情報提供が充実

することで、導入に前向きになる可能性が考えられる。 

 ということが言えます。 

 

 このことから、 

・農家にとって、行政からの情報発信が少ない（または情報発信されていることが知られ

ていない）ことが考えられるため、行政サイドからも、スマートフォンで手軽に情報を

得られるような情報発信が必要である 

 ということが考えられます。 

 



以上のようなことも参考にしたうえで、次についてお考えをお聞かせください。 

 

１ 今後、スマート農業の導入促進に向け、どのようなことをしていければ良いと思うか、

お考えをお聞かせください。 

 

２ 今後、どのようなスマート農業技術の導入をプッシュしていくのが良いと思うか、お考

えをお聞かせください。 

 

３ スマート農業の導入について、現状で農家のニーズはあると感じていることはあります

でしょうか。 

 

４ スマート農業の導入には、費用面、人材面がネックとなっていることについて、農家な

どから何か聞いたことはありますでしょうか。 

 

５ スマート農業のことが分からない、知りたいということについて、農家などから何か聞

いたことはありますでしょうか。 

 

６ 先進的にスマート農業を活用している農家はいるでしょうか。そのような農家と何か連

携していることなどはありますでしょうか。 

 

７ 農家がスマート農業導入にためらう理由は、どのようなことがあると思いますでしょう

か（導入するための費用面を除いて）。 

 

８ 農家向けのＰＲはどのような手段が良いと思うか、お考えをお聞かせください。 

 

９ スマート農業についてのプロモーションや実演などは、農家がスマート農業に興味を持

つことへの効果があると思いますでしょうか。 

 

10 スマート農業導入やＰＲにあたり、独自の支援策は何かありますでしょうか。または、

今後考えていきたいと思うことはありますでしょうか。 

 

11 スマート農業の導入やＰＲにあたり、国や県でどのような支援策があれば有効だと思う

でしょうか。 

 

12 スマート農業を導入するにあたり、ものによっては集落や地域全体をカバーする情報通

信環境の整備が必要となりますが、そのような整備を行うことについて、今後の予定はあ

りますでしょうか。 

 

13 今後、スマート農業の導入が必要となった場合、国の交付金事業を活用していく可能性

はありますでしょうか。または、単独で行うこととなりそうでしょうか。 



（南部町） 

14 昨年度の「農業農村情報通信環境整備推進体制準備会」を活用した情報収集やご検討の

あと、町や農家では、何か進展はありましたでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 青森県農業農村整備ＤＸ推進事業

聞取り調査結果整理表

1

・今後、スマート農業の
導入促進に向け、どの
ようなことをしていけ
れば良いと思うか、お
考えをお聞かせくださ
い。

・

・

・

農業者の働く環境の改
善と省力機械の導入を
支援するため「すべて
の人が働きやすいグラ
ンファーム応援事業補
助金」制度を令和６年
度から新設。
スマート農業の導入に
ついても、費用の一部
を補助。
このように、導入する
ための支援は行ってい
るが、スマート農業機
械の良さを伝えていく
ことができれば良いと
考えている。

・

・

・

ドローンを活用してい
る農家がそこそこいる
が、ドローン作業を受
託する農家が個々に契
約を結ぶため作業エリ
アがばらばらで、作業
効率が悪い状況。
町では、このような作
業を行うための協議会
を起ち上げ、町全体の
作業を効率よくカバー
できるようにしたいと
考えている。
具体的な活動はこれか
らだが、ドローン以外
にも広げて行ければ良
いと思っている。
（協議会は、個人農家
６～７人、ＪＡ、民間
企業など）

・令和５年度から町単独
でスマート農業導入を
支援する事業を実施中
（「スマート農業加速
化支援事業」）。

2

・今後、どのようなス
マート農業技術の導入
をプッシュしていくの
が良いと思うか、お考
えをお聞かせくださ
い。

・

・

草刈機の場合、「グラ
ンファーム応援事業」
で申請される機械は乗
用草刈機が多い。
ロボット草刈機を勧め
てみても、あまり興味
を持たれない。
また、市としては、ド
ローンによる防除を進
めて行ければとは思っ
ている。

・農家のニーズに合わせ
て全般的に支援してい
くことを考えている。

3

・スマート農業の導入に
ついて、現状で農家の
ニーズはあると感じて
いることはありますで
しょうか。

・

・

自動操縦の田植機やト
ラクタ、ラジコン草刈
機やロボット草刈機に
はニーズがある。
水管理システムについ
ては、ニーズはないと
は言えないが、農家に
とって優先順位はかな
り低いと感じている。

4

・スマート農業の導入に
は、費用面、人材面が
ネックとなっているこ
とについて、農家など
から何か聞いたことは
ありますでしょうか。

・

・

農家からは、スマート
農機の導入以前に、担
い手がいないため、使
いこなすことができる
か不安であることや、
導入しても大丈夫か
（経営的に）という不
安を聞くことがある。
以前、町単独で機械導
入費用に補助（1/2）を
出していたが、今はな
くなった。この補助が
なくなったことに対し
て、またやらないのか
という反応をしている
農家はいる。

・農家からは特に話は出
ていない。

内容 南部町田子町黒石市

これから、大きく農業
をやりたいと考えてい
る農家からは、これま
で小さな機械を使って
いたような農地で大型
機械を導入したいとい
う意見がある。
しかし、そのような場
所は道路が狭いため、
大型機械が入れないと
ころが多い。
基盤整備で道路や水路
だけでも整備できれ
ば、大型機械も入れら
れるようになるかもし
れず、スマート農業機
械の導入にもつながっ
ていくと思う。

農家のニーズは表立っ
ては感じられない。
農家にとってスマート
農業はよく分からない
ということから、選択
肢に挙がらないので、
話題になることが少な
い。
スマート農業に関する
話題や情報も、市から
提供する形が多い。
農家は、省力化などに
ついては、人材を多く
確保して解決するのが
当然と考えている。

・

・

・
・

・

・

・

1
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聞取り調査結果整理表

内容 南部町田子町黒石市

5

・スマート農業のことが
分からない、知りたい
ということについて、
農家などから何か聞い
たことはありますで
しょうか。

・特になし ・特になし ・特になし

6

・先進的にスマート農業
を活用している農家は
いるでしょうか。その
ような農家と何か連携
していることなどはあ
りますでしょうか。

・

・

市の事業などによりス
マート農機を導入した
のは、農家10人程度と
民間会社１社。
そのうち、リーダー的
な役割を担える可能性
があるのは、農家２～
３人と民間会社。

・

・

自動操舵やドローンを
持っている人が何人か
おり、そのうち６～７
人の農家に、前述の協
議会のメンバーになっ
てもらっている。
自分たちで情報収集や
情報交換を行い、積極
的に色々な意見を出し
てくれる人たちで、ス
マート農業導入につい
てもリーダー的な人た
ちだと思う。

・町事業でスマート農業
機械を導入した人は10
人程度いるが、先進的
ということはない。

7

・農家がスマート農業導
入にためらう理由は、
どのようなことがある
と思いますでしょうか
（導入するための費用
面を除いて）。

・

・

・

特に高齢の農家に多い
のが、スマート農機に
なじみがないため、機
械は分からないがあま
り知りたいとも思わな
いということ。
これまで使ってきてい
る、または周囲で使っ
ている人が多い、なじ
みのある機械の方が安
心感が高い。
また、ドローンについ
ては、導入に少し興味
を示しても、必要な手
続き（免許取得や飛行
計画作成など）につい
て説明すると、手間が
かかることに対して拒
否反応を示されること
が多い。

・

・

スマート農機導入以前
に、農業の担い手確保
が難しい。
農業に対しての将来
性、安心感、生活の保
障などが必要。

・

・

・

（特に水管理システム
について）地域のみん
なで進めて行こうとい
う時のリーダー的な人
がいない。
中山間の不便な場所で
も、どのような機械な
ら使えるか知らない。
現在の農作業のやり方
に疑問を感じていない
農家が多い。

8

・農家向けのＰＲはどの
ような手段が良いと思
うか、お考えをお聞か
せください。

・

・

・

特に高齢者に対して
は、地域の代表者的な
人に優先的にスマート
農機の良さ、便利さな
どを知ってもらい、日
常的な場面で話題に出
してもらうことが有効
と考える（口コミが有
効）。
農家は農協からの情報
を得ていることも多い
ので、農協からのチラ
シ配布や宣伝も有効か
もしれない。
農家は高齢者が多数派
であるため、高齢者に
伝わると自然に若手に
も浸透していく。

・

・

色々な人が集まるイベ
ントで、実際の機械展
示を行うことが、最も
分かりやすい。
ＶＲ技術も活用されて
いるケースがあり、現
在は事故のバーチャル
体験による事故防止啓
発に使われていたが、
機械の運転シミュレー
ションなどにも使える
ようになれば面白いか
もしれない。

・

・

１年間などの期間で、
農家に実際に貸し出し
て使ってみてもらうこ
とができれば、かなり
効果的だと思う。
現在の農作業のやり方
に疑問を感じていない
ため、機械による省力
化などに興味を持たな
い人にも、農業が大変
できついというダーク
なイメージを、スマー
ト農業技術により少し
でも小さくできること
で、後継者に対して安
心感を与えることがで
きるのではないか、と
いう観点で興味を持っ
てもらえると良いかも
しれない。
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令和６年度 青森県農業農村整備ＤＸ推進事業

聞取り調査結果整理表

内容 南部町田子町黒石市

9

・スマート農業について
のプロモーションや実
演などは、農家がス
マート農業に興味を持
つことへの効果がある
と思いますでしょう
か。

・一定の効果はあると思
うが、農家にとってど
のくらいの省力化がで
きたかなどが分かりや
すくＰＲできなければ
納得しないと思う。

・実演などは、農家に
とって非常に効果があ
ると思う。

・機械を見ただけでは、
すごいな、くらいの感
想で終わってしまう。

10

・スマート農業導入やＰ
Ｒにあたり、独自の支
援策は何かありますで
しょうか。または、今
後考えていきたいと思
うことはありますで
しょうか。

・

・

ＰＲについての支援策
などは特にない。
色々なメーカーの機械
や、導入する場合に使
える補助事業の紹介な
どが、一体的にできる
ような場があると効果
的かもしれない。

・

・

昨年度、町の文化祭で
農業機械の展示ブース
を設置し、スマート農
機などで実際にどのよ
うなことができるのか
についてＰＲした。
今後は、協議会の活動
の一環として、実際に
スマート農機を使って
作業している所を見て
もらうなどのことがで
きればと考えている。

・

・

ＰＲについての支援策
などは特にない。
メーカーに積極的に来
てもらい、色々と紹介
してもらえれば良いと
は思う。
（メーカーが、津軽で
は実演などを多くやっ
ているが、県南の方で
はあまりやっていない
印象がある。）

11

・スマート農業の導入や
ＰＲにあたり、国や県
でどのような支援策が
あれば有効だと思うで
しょうか。

・口コミをうまく活用す
るのが有効と思うの
で、事業でということ
は思いつかない。

・特になし ・実際にスマート農業機
械を（１年間などの期
間）使わせてもらうこ
とができるような支援
策があれば有効かもし
れない。

12

・スマート農業を導入す
るにあたり、ものに
よっては集落や地域全
体をカバーする情報通
信環境の整備が必要と
なりますが、そのよう
な整備を行うことにつ
いて、何か予定はあり
ますでしょうか。

・
・

・

現時点では予定なし。
自動操舵機械などにつ
いては、まだ先のこと
と思う。
ただし、鳥獣害の罠の
監視システムに係る情
報通信環境整備は必要
だと思う。

・

・

協議会メンバーから、
自動操舵機械に興味が
あるためＲＴＫの整備
を町でやれないかとい
う話があった。
今後、協力者や賛同者
がどの程度得られるか
について探って行きた
い考えている。

13

・今後、スマート農業の
導入が必要となった場
合、国の交付金事業を
活用していく可能性は
ありますでしょうか。
または、単独で行うこ
ととなりそうでしょう
か。

・現時点では検討してい
ない。

・

・

まだ、話が出ただけの
状況であるため、今後
の検討で規模感を見て
から判断して行く。
隣接する三戸町との広
域連携の可能性も考慮
すべきである。

14

・
（南部町）
昨年度の「農業農村情
報通信環境整備推進体
制準備会」を活用した
情報収集やご検討のあ
と、町や農家では、何
か進展はありましたで
しょうか。

・検討中の段階であり、
現時点では大きな進展
はない。

現時点では予定なし。
農家で大きく経営して
いる人や、スマート農
業をもっと活用したい
であろう担い手の人た
ちに、個別に話合いを
していくことで、将来
的には情報通信環境整
備が必要になる可能性
がある。

・
・
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